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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルタヘッド部品（１１）を有するフィルタヘッド（２）と、
　フィルタキャンドル部品を有する交換式フィルタキャンドル（３）と、
　フィルタヘッド部品とフィルタキャンドル部品との間に形成される、規定の組み合わせ
以外のフィルタヘッド部品とフィルタキャンドル部品との接続を妨げるための誤接続防止
構造（４，５）と、
　を備えた浄水装置（１）であって、
　前記フィルタヘッド部品は、カム及び突起の少なくとも一方にて操作されるタペット式
バルブ（１０）を制御するための制御用カム（２１）又は制御用突起（２０）と、回転式
バルブ（８，９）とを備える回転式バルブ本体（１９）を備え、
　前記誤接続防止構造（４）は、前記フィルタキャンドル（３）の端面（６）上、及び、
前記フィルタヘッドと前記フィルタキャンドルとの間の中間要素である前記フィルタキャ
ンドル（３）の端面（６）に連結された要素上の少なくとも一方に、軸方向に形成されて
おり、
　更に、前記誤接続防止構造（４，５）は、固定構造（１２）とは別個に形成され、軸方
向の嵌合構造（１３）にて形成される
　ことを特徴とする浄水装置（１）。
【請求項２】
　フィルタヘッド部品（１１）を有するフィルタヘッド（２）と、
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　フィルタキャンドル部品を有する交換式フィルタキャンドル（３）と、
　フィルタヘッド部品とフィルタキャンドル部品との間に形成される、規定の組み合わせ
以外のフィルタヘッド部品とフィルタキャンドル部品との接続を妨げるための誤接続防止
構造（４，５）と、
　を備えた浄水装置（１）であって、
　前記フィルタヘッド部品は、カム及び突起の少なくとも一方にて操作されるタペット式
バルブ（１０）を制御するための制御用カム（２１）又は制御用突起（２０）と、回転式
バルブ（８，９）とを備える回転式バルブ本体（１９）を備え、
　前記誤接続防止構造（４）は、前記フィルタキャンドル（３）の端面（６）上、及び、
前記フィルタヘッドと前記フィルタキャンドルとの間の中間要素である前記フィルタキャ
ンドル（３）の端面（６）に連結された要素上の少なくとも一方に、軸方向に形成されて
おり、
　更に、前記誤接続防止構造（４，５）は、軸方向の嵌合構造（１３）にて形成される
　ことを特徴とする浄水装置（１）。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の浄水装置であって、
　前記嵌合構造（１３）は、相互に特定の角度関係（１４）を有する歯状部（１５，１６
）を備える
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の浄水装置であって、
　前記嵌合構造（１３）の歯状部が、前記フィルタキャンドル（３）から離れる方向及び
前記フィルタキャンドル（３）に向かう方向の方向の組み合わせをなすこと
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項５】
　請求項３又は請求項４に記載の浄水装置であって、
　前記歯状部（１５，１６）が、異なる長さ及び大きさの少なくとも一方によりもたらさ
れる
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　多様な誤接続防止構造設計のために、異なる数の歯状部が設けられる
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　多様な誤接続防止構造設計のために、異なる数の歯状部が特定の角度セグメント（１８
）に設けられる
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項８】
　請求項１～請求項７のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　前記誤接続防止構造（４，５）は、前記フィルタヘッド部品（１１）における前記回転
式バルブ（８，９）、及び、前記タペット式バルブ（１０）の少なくとも一つを開閉する
ための作動要素にて形成される
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項９】
　請求項１～請求項８のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　前記バルブ本体（１９）は、少なくとも１つの流入口バルブ（８）及び少なくとも１つ
の流出口バルブ（９）の少なくとも一方を備える
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項１０】
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　請求項１～請求項９のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　前記バルブ本体（１９）は、安全バルブ（１０）及び洗浄バルブ（１０）の少なくとも
一方を備える
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項１１】
　請求項１～請求項１０のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　前記バルブ本体（１９）は、安全バルブ（１０）及び洗浄バルブ（１０）の少なくとも
一方に対する制御用カム（２１）及び制御用突起（２２）の少なくとも一方を備える
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項１２】
　請求項１～請求項１１のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　前記バルブ本体（１９）は、バイパスバルブ（２３）を備える
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項１３】
　請求項１～請求項１２のいずれか１項に記載の浄水装置であって、
　ろ過部により処理された水と、前記ろ過部により処理されていない水と、を混合する混
合装置と、
　未処理水の少なくとも２つの流路（２６，２７）であって、前記ろ過部を通じて前記混
合装置に導かれる流路（２６）と、前記ろ過部を通らずに前記混合装置に導かれる流路（
２７）との間の部分流比率を設定する設定装置（２５）と、
　が設けられた
　ことを特徴とする浄水装置。
【請求項１４】
　請求項１３記載の浄水装置であって、
　前記設定装置（２５）が、対応する未処理水の流れの通過に影響を与える凹部（３０，
３１）及びカバー（３２，３３）の少なくとも一方を有する未処理水分配要素（２８）と
、対応する未処理水の供給ラインに接続される開口部（３５，３６）を有する相補的な部
分流水路ガイド要素（２９）と、を備える
　ことを特徴とする浄水装置。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提部分に記載されているような浄水装置に関する。
［背景技術］
　家庭内及び飲食業界において飲料水を処理するために、抽出点、より具体的には現代の
台所用器具、例えば、コーヒーメーカ、蛇口及び製氷機（例えば、現代の冷蔵庫）、に設
けるための主要な又は非主要な設備として、浄水器を利用することが知られている。さら
に、商業部門では、浄水器を、冷たい飲料や温かい飲料を提供する飲料機、皿洗い機、及
び蒸し器に利用することが知られている。浄水器を利用する目的は、上記水にて処理され
た又は準備された飲料や食物の味を最適なものとすること、及び水に関する技術的な問題
から上記機器を保護することにある。
【０００２】
　一般的に、このような浄水装置は、フィルタヘッド及びこのようなフィルタヘッドに連
結されたフィルタヘッド部品、また、フィルタキャンドル部品を有する交換式フィルタキ
ャンドル（Austauschfilterkerze）を備え、フィルタキャンドル部品は、上記のフィルタ
キャンドルに連結されている。適合しない、又は相互に用いることが意図されていない、
フィルタヘッドとフィルタキャンドルとが組み合わせられることを防止するために、例え
ば、このような２つの部品の間にコード化構造を設けることが可能である。
【０００３】
　この点に関し、先行技術としては、例えば、米国特許第６，４５８，２６９Ｂ１号及び
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米国特許第６，９４９，１８９Ｂ２号が提供される。
［課題と解決方法］
　本発明は、上記の導入部に記載した型に対応する浄水器を改良するという課題に基づく
。
【０００４】
　この課題は、請求項１及び請求項２により解決される。さらなる有利かつ好適な実施形
態が従属項により提供される。
　従って、本発明は、フィルタヘッド部品を有するフィルタヘッドと、フィルタキャンド
ル部品を有する交換式フィルタキャンドルと、フィルタヘッド部品及びフィルタキャンド
ル部品の間に形成されるコード化構造と、を備える浄水装置に関する。この浄水装置は、
第１実施形態では、コード化構造が、フィルタキャンドルの端面上、及び／又は、フィル
タキャンドルに連結された要素上に、軸方向に形成される点で区別される。
【０００５】
　この型の設計は、今日まで知られている従来技術に比較して、非常に大きな構造上の自
由度を提供する。具体的には、外側から見られるように、この設計は、内部に未処理水が
流入する領域の封止手段の下流、すなわち例えば、封止手段に対応するＯリングの下流に
、コード化構造の領域を形成することを可能にする。この手順のさらなる利点は、この構
成に関連して放射方向への拡張が低減されることにより、対応して設計されるフィルタキ
ャンドルに必要なスペースが小さくてすみ、同時に、フィルタキャンドルがヘッドに簡単
かつ迅速に挿入されうる点である。
【０００６】
　この型の実施形態はまた、フィルタキャンドルをヘッドに取り付ける態様に関しても、
非常に大きな自由度を提供するという利点がある。それゆえに、取り付けのために、クラ
ンプ手段、クリップ手段、グリップ手段、可能であれば、磁気手段、及び／又はこれらに
類する手段などが、例えば実現可能である。これらの手段は、例えば、フィルタキャンド
ルの外側首部領域上にバヨネット固定方式にて配置されることに限らず、逆に、フィルタ
キャンドルの端面領域全体に配置されうる。そのことにより、これらの手段は、フィルタ
ヘッド内部の相補的な輪郭と相互に作用しうる。しかしながら、外側でフィルタヘッドを
包囲する取付オプションもまた、実現可能である。
【０００７】
　ここで引用される有利な効果は、本発明の第２実施形態についてもさらにあてはまり、
第２実施形態では、コード化構造が、固定構造とは個別に形成される点にて区別される。
この型の固定構造は、フィルタキャンドルを対応するフィルタヘッド内に固定するための
構成要素であると理解され、例えば、バヨネット固定方式又はそれに類するものがある。
【０００８】
　両方の実施形態において、より好ましいのは、コード化構造が嵌合構造にて形成される
場合であり、具体的には、軸方向の嵌合構造にて形成される場合である。この型の嵌合構
造は、互いに単純に確実に係合するという２つの相補的なコード化構造の利点に、同時に
、多数の異なるコード化の型をもたらす。多数の異なるコード化の型は、互いに異なる個
別の複数の嵌合構造を組み合わせることにより、同一のコード化構造を有する。
【０００９】
　上記のコード化構造は、例えば、相互に特定の角度関係を有する歯状部を備える嵌合構
造を有しうる。例えば、この型の端面配置の平面図に示すように、特定の角度セグメント
にて、仮想の完全円を形成するように特定本数の歯状部を配置することが可能である。こ
れら１つ又は複数のこのような歯状部の方向は、例えば、フィルタキャンドルから離れる
方向、又はフィルタキャンドルに向かう方向であり、すなわち、フィルタキャンドルにお
ける凹部と、対応するフィルタヘッド構成要素上の歯状部と、によるものである。このよ
うな歯状部の方向は、コード化構造に関連する嵌合構造にて同じ数及び配置の歯状部によ
り与えられる単純な手段で、他のコード化構造と区別するためのさらなる変形を提供しう
る。具体的には、各部品を製造するために、この型の上部構造における対応する射出成形
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において、アンダーカット部が不要であり、このようにして、関連する費用が低減される
。
【００１０】
　方向が異なるように構成される個々の嵌合構造に加え、コード化の可変性を向上させる
ために、歯状部の方向が組み合わされた嵌合構造も提供されうる。方向が異なるように構
成された嵌合構造は、フィルタキャンドルから離れる方向を向くように、すなわち、フィ
ルタヘッドに連結されたフィルタヘッド構成要素内に設けられた凹部にて形成されるか、
または、逆に、フィルタキャンドルに向かう方向を向くように、すなわち、フィルタヘッ
ド構成要素上に歯状部が形成され、この歯状部に対応して相補的な凹部がフィルタキャン
ドルに形成されることによるものである。歯状部の方向が組み合わされた嵌合構造におい
ては、フィルタカードリッジから離れる方向を向く歯状部の実施形態、及びフィルタカー
ドリッジに向かう方向を向く歯状部の実施形態の両方の実施形態が実現されうる。しかし
ながら、上述したように、これらの実施形態における全てのコード化構造は、フィルタキ
ャンドルの端面に軸方向を向くように、及び／又は固定構造とは個別に形成される。
【００１１】
　このことは、ここで提案されるさらなる実施形態においても適用される。さらなる実施
形態においては、例えば、コード化構造をさらに増加させるために、歯状部の変形として
異なる長さ及び／又は大きさが提案される。コード化の設計の変形としての異なる数の歯
状部もまた、異なるコード化構造を形成するのに適している。これはまた、特定の角度セ
グメントにおける、異なる数の歯状部についてもあてはまる。
【００１２】
　さらに特に好ましいとされるのは、コード化構造がフィルタヘッド部品に対する作動要
素にて形成される場合である。この場合においては、例えば、１つの歯状部、しかし全て
の意図及び目的としては複数の歯状部もまた、相補的な凹部に係合させるために、対応す
る作動要素として設けられることが可能である。このような歯状部は、例えばヘッドにフ
ィルタキャンドルを取り付ける過程において、又はヘッドからフィルタキャンドルを取り
外す過程において、例えば、バルブ本体等を操作するために用いられる。この目的のため
に、回転運動が提供されうる場合には、その歯状部は、対応して提供される係合により、
例えば、バルブ本体を操作することが可能であり、結果として、それぞれのバルブに対し
て、閉鎖位置から開放位置へ、または、逆に、開放位置から閉鎖位置へそれぞれ回転運動
をもたらす。
【００１３】
　しかしながら、フィルタキャンドルをフィルタヘッドに固定する目的で、又は、フィル
タキャンドルを、フィルタヘッドから取り外す目的のためにもたらされうる、フィルタキ
ャンドルのフィルタヘッドに対する軸方向の関連する動作の結果として、バルブ本体に設
けられた１つ以上のバルブを操作するためのバルブ本体の軸方向の動きも実現可能にされ
る。このバルブ本体は、例えば、ばね力又はそれに類するものに抗して、軸方向に挿入さ
れうる。例えば、このばね力により誘導されるか、又は少なくとも補助される態様により
、軸方向の反動作用が機能されうる。さらに、作動及び／又は固定手段が、例えば、対応
するスナップ式又はクランプ式の接続により実現されうる。
【００１４】
　これらの作動及び／又は取付手段は、バルブ本体の対応する位置を考慮すると、例えば
、フィルタキャンドルの取り付け又は取り外しによって生ずる変位動作に抗して、対応し
て形成される係合面及び又は停止面により構成される抵抗力を理由として作動されたり、
されなかったりしうる。
【００１５】
　このようなバルブ本体のためのさらなる操作オプションが、例えば、相互に斜めに移動
し、好ましくは、プレストレスを受けて一列に配置される、２つの面により引き起こされ
る、軸方向の運動及び回転運動の組み合わせにより、もたらされうる。それゆえに、２つ
の相補的な傾斜面上でフィルタキャンドルが軸方向に変位する場合に、２つの傾斜面のう
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ちの１つが設けられると共に、回転バルブにて形成されるバルブ本体について、バルブ本
体上に形成された１つ以上のバルブを作動させたり停止したりするために、回転運動が生
じうる。
【００１６】
　このようなバルブ本体に形成されうるバルブは、例えば、流入口バルブ、流出口バルブ
、安全バルブ、洗浄バルブ、又は他にバイパスバルブ、及び／又はそのような個々の又は
複数のバルブの組み合わせである。流入口バルブは例えば、浄水装置に流入する未処理水
の流れに対する流入制御手段としての機能を果たす。この流入口バルブにより、例えば、
フィルタヘッドに対して、対応するコード化がもたらされたフィルタキャンドルが正確に
挿入された場合にのみ、浄水装置に未処理水が供給されることが確実にされる。この未処
理水の供給は、フィルタキャンドルをヘッドから取り外した場合に、その流入口バルブの
動作が停止されることにより直ちに遮断される。類似又は同一の制御手段が流出口バルブ
に対しても設けられうる。その結果、フィルタキャンドルを取り外した後は、既にろ過処
理され、場合によっては上方に導きうる浄水装置の排出管にある水が、対応する流出口開
口及びヘッドを通って下方へ流れることは不可能となる。
【００１７】
　安全バルブは、フィルタキャンドルとフィルタヘッドとの間の連結構造が開放される場
合には、例えば、この安全バルブを僅かに開放することにより、浄水装置内部の水圧を低
減することを可能にする機能を有しうる。この一般的に少量の水は、この目的に限定して
作られた管を介して適切なポイントまで導かれることが好ましい。この場合においては、
フィルタキャンドルがフィルタヘッドに初めて挿入されるときに、フィルタキャンドルを
洗浄するために、上記の管が、付加的に存在しうる洗浄バルブに対して接続される管とさ
れうることが特に有利である。
【００１８】
　特に好ましい実施形態では、安全バルブ及び洗浄バルブが単一のバルブで実現され、こ
の単一のバルブは、取り付け又は取り外しの過程における対応する動作により、関連する
処理が実行されることを確実にする。
【００１９】
　この目的のため、フィルタキャンドルを取り付けるとき、例えば、比較的長くこのバル
ブを開放位置にすることが実施される。それにより、比較的多量の未処理水がフィルタキ
ャンドルを洗い流し、そしてこの水が流出口を通過するように、洗浄バルブを介して、上
述した排出管を通して再び排出される。この場合、この制御を行う時間又はフィルタキャ
ンドルの制御位置のために流出口バルブが閉じられたときに、そのことにより、水が洗浄
バルブを通じて強制的に排出されることが、特に好ましい。
【００２０】
　一方、例えば、フィルタキャンドルが消耗しフィルタキャンドルが取り外されるときに
、浄水装置内部にかかる水圧を減少させるためには、例えば、対応して形成された突起に
より制御される方法で、このバルブを、ごく短時間開放し、浄水装置内部の水圧を関連し
て減少させることで、十分である。しかしながら、洗浄バルブを制御するために、制御用
突起もまた設けられており、この制御用突起は、選択的に制御用カムとも呼ばれうる。し
かし、制御用突起は、洗浄バルブを作動させるために、対応するより長い外形を有してい
るべきである。
【００２１】
　バイパスバルブが、例えば、この第１の浄水装置にさらなる浄水装置を接続するために
、設けられうる。このバイパスバルブは、第１の浄水装置のためのフィルタキャンドルが
取り外されたときに、以下の意味で、フィルタキャンドルの取り付け又は取り外しにより
同様に作動されうる。つまり、第１の浄水装置のためのフィルタキャンドルが取り外され
たとき、バイパスバルブが、バイパスバルブに接続された第２の浄水装置に水を供給する
働きをし、一方、フィルタキャンドルが挿入されたとき、水の供給はこのバイパスバルブ
により場合によって再び遮断される。
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【００２２】
　しかしながら、例えば、フィルタキャンドルが、２つの浄水装置のうちの１つから取り
外されているか否かに関わらず、浄水装置に接続された使用先に水をさらに供給すること
を確実にするために、さらに及び／又は追加的にバイパスバルブを開放することも実現可
能である。開放は、例えば、個別に操作されると共に、この浄水装置とバイパスバルブに
接続された浄水装置との間で切換可能にされた調整機構により、実現可能とされる。
【００２３】
　未処理水の流れの少なくとも２つの流路間で部分流比率を設定する設定装置が設けられ
たときに、特に好ましくは、少なくとも１つの流路がろ過部を備えていることもまた有利
であると考えられる。この型の浄水装置は、例えば、互換性のあるフィルタキャンドルに
基づく軟水化／脱炭酸処理／脱塩処理システム、及び、場合によっては、個別の用途のた
めに予め定められた水質を設定するための混合装置を備えうる。混合装置は、ろ過部を通
じて処理された水と、ろ過処理されていないか又は異なる水処理媒体を通された水と、を
調和よく混合するという目的を果たす。
【００２４】
　上記の設定装置が、未処理水分配要素及び相補的な部分流水路ガイド要素を備える場合
、処理に影響を与える特に洗練された選択肢がもたらされる。この場合、未処理水分配要
素は、例えば、対応する未処理水の流れの通過に影響を与えるための、凹部を有するリン
グ又はディスクとして、及び／又は、この凹部に配置されるカバーとして、設計されうる
。相補的な部分流水路ガイド要素は、例えば、様々な水処理領域に対応する未処理水流の
供給管に接続する開口を備えうる。様々な水処理領域とは、例えば、未処理水の流れをろ
過するろ過部、処理されていない水又はろ過の流れとは異なる方法により処理された水を
混合するバイパス部、場合によって設けられるさらなる浄水器等への給水部である。
【００２５】
　この目的のために、部分流水路ガイド要素は、好ましくは、フィルタカードリッジの内
部又は上部に配置又は形成される。未処理水分配要素もまた、好ましくは、フィルタヘッ
ドの内部又は上部に配置される。そのことにより、設定装置は２つの相補的な構成要素を
備え、何れの要素の場合でも、操作の選択肢を低減する方法においては、１つはフィルタ
キャンドルに連結され、１つはフィルタヘッドに連結される。
【００２６】
　上述した実施形態と比較して改良された実施形態では、未処理水分配要素は、しかしな
がら、フィルタキャンドル取り換えセットの一部となるように、フィルタキャンドルと連
結されてもよい。しかしながら、両方の実施形態において、例えば、可能な限り開かれた
浄水装置システムを提供するために、未処理水分配要素を交換可能な要素として形成する
ことが可能である。それゆえに、例えば、様々な応用例で、場合によっては、異なる構成
のフィルタキャンドルを用いることにより、又は、個々の部分流のその他の異なる作動、
具体的には、個々の部分流の異なる利用により、異なる水処理を実現することが可能とな
る。
【００２７】
　部分流設定は、未処理水分配要素のために、フィルタヘッドに設けられた、例えば、位
置決めユニットにより影響を受けうる。このような位置決めユニットは、特に好ましくは
、例えば、ろ過処理中に、未処理水が意図に反して調整されてしまうことを防止するため
に、ロック可能とされる。
【００２８】
　このようなロックのさらなる有利な点は、フィルタキャンドルの処理中でさえ、位置決
めユニットにより未処理水の流れを調整することが可能な点である。具体的には、混合設
定とは実質的に独立した浄水システムにおいて、内部圧力を好ましくは保持可能にするた
めに、例えば、ろ過部に対する流量の百分率での可能な増加と、バイパス部に対する流量
に関する可能な削減と、の両方、及び、逆についても同様に調整することが可能である。
【００２９】
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　しかしながら、上述の実施形態と比較してより単純な実施形態においては、一例として
、ろ過の流れと、バイパスの流れ及び／又は供給されうるさらなる流れと、の間の特定の
混合比率に影響を与えるために、上述した部分流のうち１つのみが影響を受けるようにす
ることも実現可能である。
【００３０】
　したがって、この実施形態においては、２つの部分流の合計から形成されると共に、未
処理水分配要素により効果的に開放される部分流水路ガイド要素の横断面の合計は、全て
の混合設定において実質的に同じ大きさとされるか、又は異なる混合設定において異なる
大きさとされる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】コード化要素を有する浄水装置の一例としての分解説明図であり、上方から見た
概略的な斜視図を示す。
【図２】図１の詳細を示す拡大図を示す。
【図３－５】上述の図面による浄水装置の個々の構成要素のさらなる例としての概略図を
示す。
【図６】未処理水分配要素を有するフィルタキャンドルを上方から見た図を一例として示
す。
【図７】未処理水分配要素を有しないフィルタキャンドルを上方から見た図を一例として
示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
［好適な実施形態］
　本発明は、添付した図面を参照し、これらの図面に言及した明細書の記載により、以下
に詳細に説明される。
【００３３】
　図１は、例示として、浄水装置１を上方から見た斜視図を示し、浄水装置１は、フィル
タヘッド２と交換式フィルタキャンドル３とを備える。このフィルタヘッドは、複数のフ
ィルタヘッド部品、すなわち、ハウジング７、流入口バルブ８、流出口バルブ９、並びに
、安全バルブ及び／又は洗浄バルブ１０、そしてまたコード化構造５も備える。相補的な
コード化構造４は、フィルタキャンドルに連結されている。これらコード化構造４，５は
、フィルタヘッド及びフィルタキャンドルの許容された組み合わせのみを可能とすること
を確実にすることをもたらす。
【００３４】
　この目的を達成するため、コード化構造４が、フィルタキャンドル３の端面６上に、軸
方向に形成されるような対策がとられる。好適な本実施形態では、このコード化構造４は
、例示として、１つの歯状部を構成し、この歯状部は、フィルタヘッド部品１１における
相補的に対応する凹部５と係合する。問題となっているこのフィルタキャンドルは、フィ
ルタキャンドル３に連結されるコード化構造４の構成要素が、フィルタヘッド部品１１に
連結されるコード化構造５の構成要素と適合する場合にのみ、フィルタヘッドに取り付け
ることが可能となる。
【００３５】
　本実施形態に加えて、上述の実施形態と比較して改良されうる実施形態も考えられる。
この実施形態では、上述の実施形態と同様に、コード化構造４が、端面６に連結される構
成要素上に軸方向に向けて形成される。この型の構成要素は、例えば、端面６上に配置さ
れ、フィルタキャンドルへの連結に対応するリング、ディスク等であり、これらは、この
型のコード化構造、または、コード化構造の機能を実現するのに適している。
【００３６】
　このようなフィルタキャンドルの構成要素とフィルタキャンドルとの間の連結としては
、例えば、ねじ結合、接着剤結合、クリップ及び／又はスナップ式の結合等が可能である
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。
【００３７】
　しかしながら、このような中間構成要素はまた、原則として、フィルタヘッド、さらに
、対応する機械的な連結と併せて、完全に利用可能とされうる。
　さらに本質的な特徴として、フィルタキャンドル３をフィルタヘッド２に取り付けるた
めに、コード化構造４，５と、固定構造１２と、の間に仕切りが設けられている。本実施
形態においては、固定構造１２は、バヨネット式固定構造１２にて形成されている。この
バヨネット式固定構造１２は、フィルタキャンドルがヘッド２に挿入されたときに、対応
するハウジング７と連結される。これにより、フィルタキャンドル３が固定された状態と
なったときに、フィルタヘッドとフィルタキャンドルとが、適切な浄水装置１を形成する
。
【００３８】
　２つのコード化構造４，５は、それゆえに、嵌め合い構造を形成し、複数の歯状部が設
けられる場合、これら歯状部は、図示されたように、相互に特定の角度関係１４を有し、
例えば、図２においては、歯状部の間隔は１８０度である。図１～図３に示すとおり、歯
状部５は、フィルタキャンドル３から離れる方向を向く構造４を有しており、フィルタヘ
ッド部品１１に設けられた相補的な関係にある凹部５と嵌合する。しかしながら、上述し
た実施形態と比較して改良された図示しない実施形態においては、嵌合構造の歯状部１５
を、例えば、フィルタヘッド部品１１上に形成し、相補関係にある対応する凹部に、フィ
ルタキャンドル３に向かう方向に嵌めこむことが実現可能にされる。フィルタキャンドル
１３から離れる方向に向けて、及び、フィルタキャンドル３に向かう方向に向けて、異な
る方向に方向付けられた歯状部の組み合わせ構造もまた可能であり、このような組み合わ
せ構造は、コード化の配列構造として可能な範囲を拡張する。
【００３９】
　この点においては、例えば、個々の歯状部を放射方向にオフセットすることにより、ま
た、複数の歯状部を互いに放射方向にオフセットすることにより、さらに追加することも
可能である。しかしこの場合でも、歯状部は、フィルタキャンドル３の端面６に対して軸
方向に向けられる。フィルタキャンドル３の端面６に対して軸方向を向くコード化構造４
，５を用いることにより、軸方向を向いていない場合にはフィルタキャンドルの外側、ま
たは、フィルタキャンドルの首部上に放射状に配置されることが必要とされるコード化構
造を免れうるので、例えば、より小型の設計が実現可能となる。
【００４０】
　この型の実施形態のさらなる利点として、より小型の、よりコンパクトな構造であるこ
とから、フィルタキャンドルをより簡単かつ迅速に挿入できることが見出されうる。加え
て、具体的には、固定構造１２とコード化構造４，５とが個別に構成されていることに起
因して、例えば、Ｏリング１７にて形成された、対応する未処理水流入封止部、の下流の
領域である封止領域内にコード化構造を配置することも可能である。
【００４１】
　ここで、例えば、図２に一例として、２つの歯状部１５，１６により図示されたような
コード化の選択肢としてのさらなる拡張は、歯状部の長さ及び／又は大きさに関してだけ
でなく、歯状部の配置及び個数に関する異なる構成により生じる。上述の実施形態と比較
して改良された実施形態では、フィルタ３の端面６上に配置されうる、３つ、４つ又は任
意の好ましい数の歯状部を設けうる。図２においては、一例として、ここでは、１つの歯
状部のみにて、角度セグメント１８がここに装着される。しかしながら、他の実施形態で
は、歯状部の数をさらに多くすることもできる。
【００４２】
　さらに特に好ましいとされるのは、例えば、図３に図示されるバルブ本体９にて形成さ
れるように、コード化構造４，５が、フィルタヘッド部品１１のための作動要素として形
成される場合である。図３に示すバルブ本体１９は、図１に示すバルブ本体の実施形態と
は異なり、つまり、回転式バルブ本体にて形成されている。これに対して、図１に示した
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バルブ本体は、例示として、タペット式バルブとして図示されている。
【００４３】
　図３においては、一例として、流入口バルブ８及び流出口バルブ９が、バルブ本体１９
上に形成された方式で図示されている。このバルブ本体１９上におけるさらなる可能なバ
ルブの配置が、安全バルブ１０及び／又は洗浄バルブ１０により示されており、安全バル
ブ１０及び／又は洗浄バルブ１０は、本実施形態では単一のバルブで実現されている。
【００４４】
　上記の流入口バルブは、未処理水の流入を制御する役割を果たし、流出口バルブは、ろ
過水の流れを制御する役割を果たす。上記の安全バルブは、交換式のフィルタキャンドル
が外される前に、浄水装置内部にかかる圧力を減少させる役割を果たす。圧力の減少は、
好ましくは、この目的のために設けられた管（ここでは図示しない）を通して行われる。
洗浄バルブ１０は、同時に、フィルタヘッドに交換式フィルタが挿入された際に、その交
換式フィルタを洗浄する役割を果たし、その結果、交換式フィルタ中に存在するあらゆる
不純物は洗い流され、さらに、この流出口管を通して排出されうる。
【００４５】
　安全バルブ１０又は洗浄バルブ１０を制御するために、バルブ本体１９は、制御用カム
２１又は制御用突起２０を備えうる。制御用カム２１又は制御用突起２０は、関連するバ
ルブをそれぞれの作動時間に対応して作動させるために、また、フィルタヘッド２に対す
る交換式フィルタキャンドル３の相対位置を決めたりするために操作される。
【００４６】
　図３では、これらに加えてバルブタペット２２が示されているが、図１においてもこの
ようなバルブタペットが単純化のため番号２２で示されている。図１に示される安全バル
ブ又は洗浄バルブ１０の作動方法は、図３に示されるバルブ１０に対応しており同じであ
る。この実施形態では、上記のバルブは、流入口バルブ又は流出口バルブとは異なり、そ
れゆえ、回転式バルブではなく、カム及び／又は突起にて操作されるタペット式バルブで
ある。好ましいとされる作用に応じて、上記のタペット式バルブは、その作用を比較的短
時間で実行するために、作動されるか又は操作されうる。
【００４７】
　必要に応じて、バルブ本体１９は、例えば、さらなるバルブ２３を備えることも可能で
あり、バルブ２３は、例えば、さらなる装置に対応する連結のため、例えば、バイパスバ
ルブにて形成される。この型のさらなる装置は、例えば、第１の浄水装置のフィルタキャ
ンドルが消耗したときに、選択的に第２の浄水装置に切り換えることができるように、選
択的に第１の浄水装置と並列に連結されうる増設の浄水装置とすることが可能である。図
３には、ここではバヨネット式固定具の形で示された固定構造１２とは個別に設計された
コード化構造４，５が、追加的に明確に示される。
【００４８】
　これに対して図４は、縦軸２４回りに回転された浄水装置１の同じ構成要素の図を示し
ている。図４は、特に、安全バルブ１０又は洗浄バルブ１０を作動させるための制御用突
起２０を明確に示している。
【００４９】
　図５もまた浄水装置をさらに示しているが、取り外さなければ、バルブ本体で覆われて
いるさらなる構成要素を示すことを可能にするため、バルブ本体１９を取り除いて示して
いる。浄水装置１のさらなる構成要素は、設定装置２５であり、設定装置２５は、流入口
バルブ８を通じて浄水装置１に供給される未処理水の流れのうち、少なくとも２つの流路
２６，２７（図７）間の部分流比率を設定するものである。流路２６は、本実施形態にお
いては、交換式フィルタキャンドル３のろ過部を通じて導かれる。流路２７は、流路２６
を通じて供給される浄水装置１のろ過水の流れを混合又は処理するために、いわゆるバイ
パス部又は混合部を通って導かれる。
【００５０】
　図６に示すように、設定装置２５は、未処理水分配要素２８、及び、図７に最もよく示
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される、相補的な部分流水路ガイド要素２９を備える。本実施形態の場合、部分流水路ガ
イド要素２９は、フィルタカードリッジ３に連結された要素として、２つの部分流部のた
めの２つの流入口開口部３５，３６、ろ過部２６及びバイパス部２７を備える。
【００５１】
　未処理水分配要素２８は、例示として、環状に形成されており、凹部３０，３１及びカ
バー３２，３３を有するセグメント状部材を備える。このセグメント状部材は、流入口バ
ルブを通じて供給される未処理水の流れを制御するために、相互の相対的な角度位置によ
り、２つの流路２６，２７を、程度の差はあるけれども閉鎖、又は、開放する。それゆえ
、浄水装置１で処理される水質は、ろ過水の流れとバイパスの流れとの間の比率を用いて
、例えば、この目的のために設けられた調整輪３４を操作することにより、制御される。
【００５２】
　実施形態によっては、全ての混合設定において本質的に同じ大きさとなる全断面が２つ
の部分流の合計から形成されるか、又は、他の実施形態としては、混合設定に応じて大き
さが異なる、変動する部分流の全断面が形成されるように、未処理水分配要素２８及び部
分流水路ガイド要素２９を相互に関連させて形成し又は調整することができる。全断面が
主に一定となる場合、浄水装置の内部の圧力についても全ての混合装置内で本質的に一定
に維持され、その結果、可能な限り均一なろ過作用が、それゆえに、全ての設定範囲にお
いてもたらされる。
【符号の説明】
【００５３】
１…浄水装置
２…フィルタヘッド
３…フィルタキャンドル
４…コード化構造
５…コード化構造
６…端面
７…ハウジング
８…バルブ
９…バルブ
１０…バルブ
１１…フィルタヘッド部品
１２…固定構造
１３…嵌合構造
１４…角度関係
１５…歯状部
１６…歯状部
１７…封止部
１８…角度セグメント
１９…バルブ本体
２０…制御用突起
２１…制御用カム
２２…タペット
２３…バイパスバルブ
２４…軸
２５…設定装置
２６…流路
２７…流路
２８…未処理水分配要素
２９…部分流水路ガイド要素
３０…凹部
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３１…凹部
３２…カバー
３３…カバー
３４…調整輪
３５…開口部
３６…開口部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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